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SPring-8共用ビームライン利用研究課題の募集について

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構　
財団法人高輝度光科学研究センター

(財)高輝度光科学研究センターでは、SPring-8の共用ビームラインを利用して行う研究課題を募集していま
す。以下の要領でご応募下さい。

＜はじめに＞
1．採択課題名の非公表について
今回から研究者の課題の優先性の保護のため採択課題の課題名は実験が終了するまで公表し

ないことになりました。採択時には課題番号、実験責任者名、所属、国名、利用されるビーム
ライン名、配分シフト数のみ公表いたします。
2．成果専有（成果非公開）課題について
成果専有課題についてビーム使用料金が決まりました。（下記項目8の「ビーム使用料金」お

よび本誌38ページを参照してください。）
3．申請書について
今回から申請書様式が変更になりました。蛋白質結晶構造解析の課題および成果専有課題は

別様式となっております。最新の申請書でご応募下さい。
4．審査について
成果非専有（成果を公開）課題
「共用施設の利用研究課題選定に関する基本的考え方」（SPring-8利用者情報Vol.1, No.1, p.22

参照）に基づき利用研究課題選定委員会において利用研究分野ごとに「科学技術的妥当性」お
よび「研究手段としてのSPring-8の必要性」を審査し優先順位をつけ「実験内容の技術的な実施
可能性」および「実験内容の安全性」を満たしている課題についてビームタイムの枠内で優先
順に採択します。
成果専有（成果を非公開）課題
受理順に、「実験内容の技術的な実施可能性」および「実験内容の安全性」を満たしているか

評価し、満たしている課題を成果専有課題のビームタイム枠まで採択します。

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

1．利用期間等
平成11年9月30日～平成11年12月22日（予定）
・共用ビームタイム　140シフトの予定

（1シフトは8時間）
・蓄積電流値：70mAで運転予定　　　

2．募集の締め切り
平成11年6月19日（土）［当日消印有効］
申請書に電子メールアドレスが記入されている
申請者には6月30日迄に申請書の受理通知を電

子メールで送ります。6月30日を過ぎても通知
がこない場合は利用業務部へお問い合わせ願い
ます。なお、電子メールを使用されない申請者
の方は､お手数ですが電話で利用業務部へお問
い合わせ下さい｡

3．募集の対象となる共用ビームライン
（1）BL01B1 XAFS
（2）BL02B1 結晶構造解析

New （3）BL02B2 粉末・結晶解析
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（4）BL04B1 高温構造物性
New （5）BL04B2 高エネルギー構造解析

（6）BL08W 高エネルギー非弾性散乱
（7）BL09XU 核共鳴散乱
（8）BL10XU 高圧構造物性

New （9）BL20B2 医学利用（イメージング）
（10）BL25SU 軟Ｘ線固体分光
（11）BL27SU 軟Ｘ線光化学

New （12）BL28B2 白色光（トポグラフ）
（13）BL39XU 生体分析

New （14）BL40B2 構造生物
（15）BL41XU 生体高分子結晶構造解析

ご応募の前にビームライン・ステーションの整備
状況をSPring-8のＷＷＷホームページ（以下の4参
照）で確認して下さい。Newと示したビームライン
は今回から募集を行うもので、平成11年12月末まで
はステーション・ビームラインの性能評価・確認の
期間となります。
なお、成果非専有課題については、上記の共用ビ
ームライン以外で、以下のビームライン

・BL14B1（原研） 表面構造物性、高温
高圧物性

・BL23SU（原研） 原子分子
・BL44B2（理研） 時分割結晶構造解析
・BL45XU（理研） 小角散乱

New ・BL46XU（研究開発） 光学機器開発
・BL47XU（研究開発） 光学機器開発および

イメージング技術開
発

のビームタイムの一部を使用することも可能です。

4．応募方法　　　
SPring-8利用研究課題申請書（’99年版）を記入要
領に従い作成し、以下の項目5に示す提出方法に従
い項目6の提出先までお送り下さい。
最新のSPring-8利用研究課題申請書（’99年版）

（成果非専有課題（蛋白質結晶構造解析専用）用、
成果非専有課題（散乱・回折、XAFS、分光、実験
技術、その他）用は、本誌29ページをコピーして利
用できます。また、以下の、SPring-8のＷＷＷホー
ムページには書き込みのできるPDF形式ファイル
で供給しています。予めPDF形式ファイルの書き
込みに対応しているバージョンの「Acrobat Reader」
をインストールしてから、申請書をダウンロードし

てください。
［利用研究課題募集案内のホームページアドレス］

http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/user_info/（日本語）
http://www.spring8.or.jp/ENGLISH/user_info/（英語）
成果専有課題（有料）用の申請書および記入要領

は下記6の利用業務部にご請求下さい。

5．申請書の提出方法
作成された申請書 A4版の元本1部、元本の1、2頁

を表面に、また3、4頁を裏面としてA4版1枚に左綴
じで読めるように縮小両面コピーした副本15部を
下記の提出先に郵送して下さい。
（蛋白質結晶構造解析の課題で原本が5枚になった
場合は5頁目を同様に縮小コピーし副本の2枚目とし
て下さい。）

6．申請書提出・問い合わせ先
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町三原323-3
(財)高輝度光科学研究センター　利用業務部
「共用ビームライン利用研究課題募集係」 牧田知
子または平野有紀
TEL：0791-58-0961／FAX：0791-58-0965／e-mail：
sp8jasri@spring8.or.jp

7．審査結果の通知 平成11年8月上旬の予定
なお、採択の通知を受けた課題の実験責任者は2

週間以内に利用研究課題実行者名簿をインターネッ
トで登録していただくことになります。また、その
ときに新規のユーザーはユーザー登録が必要になり
ます。

8．ビーム使用料金
成果非専有（成果を公開）課題で申請される課題

は、ビーム使用料は無料です。成果専有（成果を非
公開）課題で申請される課題はビーム使用料を徴収
します。料金は1シフト（8時間）あたり472,000円
です。成果専有課題で時期指定利用の場合はビーム
使用料金は5割増になります。時期指定利用の申請
は平成11年9月30日以降の利用分から受け付けます
（随時）。なお、成果専有課題を申請される場合は、
別途料金支払い等に関する契約を結んでいただく必
要がありますので、利用業務部にお問い合わせ下さ
い。
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9．備考
次回利用期間（平成12年1月～6月）分の募集は平

成11年8月中旬に募集を開始し、平成11年10月中旬
に締め切る予定です。次回の募集も勘案して今回ご
応募下さい。

（参考）インターネットによる申請書の取り出しお
よび書き込み方法について

1．利用研究課題募集案内のホームページURL
http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/user_info/

（日本語）
http://www.spring8.or.jp/ENGLISH/user_info/

（英語）
ブラウザはNetscapeの場合バージョン3.0以上をお
使い下さい。

2．供給している申請書
書き込みのできるPDF形式ファイル
なお、申請書2ページ目以降はフォントの大きさ

を2種類用意しています。記入量に応じて選択して
ください。PDF形式ファイルを読むためには予め、
以下の3の項目に示したソフトのいずれかをインス
トールしておく必要があります。

3．ソフトウエアに応じた利用方法
（1）PDF形式ファイルを表示と印刷するだけの古
いバージョンの「Acrobat Reader」がインストー
ルされている場合　 申請書をプリントアウトし
て、従来の方法で作成してください。

（2）書き込みもできる最新の「Acrobat Reader」
がインストールされている場合（インストールさ
れていない方は、アドビ社のホームページから無
料でインストールできます。上記SPring-8のホー
ムページ中にリンクしています。）書き込み後プ
リントアウトできますが、書き込んだファイルを
保存する事ができません。書き込み内容を他のソ
フトウエア（たとえば、Word）で作成し、コピ
ー＆ペーストしてください。

（3）「Acrobat Exchange 3.0aJ」をインストールさ
れている場合（「 Acrobat Exchange 3.0aJ」は
「Acrobat Reader 3.0aJパッケージ」を購入されます
とその中にはいっています。）PDF形式ファイル
を読み出して、直接書き込み、保存できます。

4．図の張り付けについて
PDFファイル上ソフトでは図を張り付けられま

せんので、以下のどちらかの方法を選択してくださ
い。
（1）図は別の用紙に作成し物理的に張り付ける。
（2）記入内容を適当なソフト（たとえば、文章は
Wordで作り、図をペーストする）で申請書のフ
ォーマットに合わせて作り、予めプリントアウト
したブランクの申請書に印刷する。

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8
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はじめに
包括的な内容の申請は審査の対象となりません。

半年ごとの共同利用実験のビームタイムの範囲内で
実行できる具体的な内容の申請を行って下さい。

1．提案課題の種類：
「新規N」通常の申請
「継続C」以前採択された課題が何らかの理由によ

り終了せず、継続して実験したい場合の
申請（以前採択された課題番号を記入し
てください。）

「緊急U」緊急に実験が必要になった場合に申請す
る場合の申請

2．実験責任者：
実験の全体を把握し、かつ実験の実施全体に対

してSPring-8の現場で責任をもつ人を記入して下
さい。すでにSPring-8のユーザー登録をされてい
るかたはユーザーカード番号も記入して下さい。
なお、電子メールアドレスが記入されている申請
者には、締め切り日から2週間以内に申請書の受
理通知を電子メールで送ります。

3．実験課題名：
申請書には、実験方法や測定対象を明らかにし

た6カ月の共同利用期間で遂行できる具体的な実
験課題名を、日本語および英語で記入して下さい。

包括的な課題名による申請は審査の対象となりま
せん。なお、申請者の優先性の保護のため実験が
終了するまで課題名を公表しません。（即ち、課
題の採択時には、実験責任者の名前と所属、国名、
ビームライン名、配分シフト数のみ公表し、課題
が終了後に課題名を公表します。）

4．審査希望分野：
「Life Science」、……等の頭文字「L」、……等

を選んで記入して下さい。選択肢に適当な分野が
ない場合は「O」（Others）を記入して下さい。

5．共同実験者：
実際にビームラインを使って実験を行う人に限

定して、実験責任者を含まない1名以上を記入し
て下さい。ただし、10名以上になる場合は主要メ
ンバー10名までを記入して下さい。
すでにSPring-8のユーザー登録をされているか

たはユーザーカード番号も記入して下さい。
6．希望ビームライン：

希望するビームラインの名称を順位をつけて記
入して下さい。また、その理由については12.で
明らかにして下さい。

7．所要シフト数：
実験目的を達成するために必要なビームタイム

をシフト数（1シフト＝8時間）で記入して下さい。
このときに､この課題は6カ月の間に共同利用とし
て実施することを考慮してください。実験を分け
て行いたいものは1回に必要なシフト数と何回行

申請書様式には以下の種類がありますので、適切な申請書で申請して下さい。
□成果非専有（成果公開；ビーム使用料無料）課題用申請書

生命科学分野で蛋白質結晶構造解析の課題を申請されれるかたは、［3］、［4］ページは別フォ
ーマットの蛋白質［3］、蛋白質［4］で申請して下さい。

□成果専有（成果非公開；ビーム使用料有料）課題用申請書

この申請書は「成果非専有」用です。「成果非専有」研究とは利用結果を公開することにより、
ビーム使用料が無料となる研究です。利用結果は実験終了後60日以内に所定の様式に従う利用報
告書で公開していただきます。これをJASRIは利用報告書集として公表します。また、利用結果を
含む科学技術論文が出版される場合は、JASRIにその別刷を提出していただきます。

SPring-8利用研究課題申請書（成果非専有用）記入要領（1999B）

（本要領の見出し番号は「申請書」の記載事項の番号と一致しています。）
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いたいか記入し、その合計も記入して下さい。ま
た算出根拠を後の項目12．に記載してください。
原則として、審査後申請者に利用時期についての
問い合わせを致しませんので、ビームタイムの配
分を受けても実験ができない時期がわかっている
場合は、特記事項にはっきりご記入下さい。バン
チ数の希望、その他ビームタイム配分に関して特
別考慮が必要な事項がある場合も特記事項にご記
入下さい｡

8．安全性に関する記述、対策
（1）施設に持ち込む測定試料全ての名称、形態（形
状）、量、性質（放射性、毒性、可燃性、伝染性、
無害など）について記入し、取り扱いに注意を要
する物質については利用法、保存法、利用後の処
理法を記入して下さい。なお、SPring-8では持ち
込み物品は全て持ち帰っていただくことになって
います。

・「試料名」について：一般名、構造式等を記入し、
略称や頭文字の表記はさけ
て下さい。CAS番号がある
ものでも自分で調整した試
料には「自作」、自分で創
製した試料で物性値が未知
のものについては、「創製」
と付記してください。

・「形態（形状）」の例：結晶、粉体、加圧成形体、
小片、液体、薄膜

・「量」について： 体積、重さ、または、プレ
ート、ドロップ、ボタン、
キャピラリの大きさ、及び
個数で表示

・「性質」の例：　　　発火性、引火性、可燃性、
爆発性、酸化性、禁水性、
強酸性、腐食性、有毒性、
放射性、感染性、発ガン性
（催奇性）、その他の有害性、
無害等。

非密封RI試料、ウイルス試料は今回の募集対象
外です。密封放射線源については定義量
（3.7MBq）未満のものに限り実験ホールでの使用
が認められています。動物の持ち込みがある場合
は「動物持込み有」チェック欄にチェックしてく
ださい（課題が採択されましたら、「動物実験計
画書」を提出していただきます）。

（2）測定試料以外で安全上取扱いに注意を要する物

質の名称、形態、量、性質、使用目的と具体的な
使用方法を記入し、安全対策を示して下さい。上
記（1）参照。

（3）施設に持ち込む装置、器具の名称と、安全に配
慮しなければならないものについては、その仕様
と安全対策を記入して下さい。

（4）安全に配慮しなければならない実験を行う場合
は、該当する内容にチェックを入れ、安全対策を
記入して下さい。

9．必要とする施設の装置、器具
ビームラインハンドブックで確認した後、記入

して下さい。最新情報はSPring-8のＷＷＷホーム
ページ（http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/
facility/bl/）にありますので、参照してください。

署名欄　　自筆署名してください。（署名がない場
合は受理されませんので、ご注意くださ
い。）

10．提案の種類と提案理由
提案の種類にチェックを入れ、その種類によっ
て以下の観点で提案理由を記入して下さい。

「新規提案」：
研究分野が多少異なる審査員が読んでもその提案
の重要性が理解できるように、研究の意義、目的
等それぞれの項目について具体的に記載して下さ
い。包括的な内容の申請は審査の対象となりませ
ん。期待される成果の中ではSPring-8の寄与する
点を具体的に示して下さい。
「継続提案」：
継続を必要とする理由（例：ビームダンプがあり
実施できなかった等）を記入して下さい。前回の
申請で行われた実験の結果（成果）について具体
的に記載し、問題点があった場合はその解決策を
示したうえ、今回の提案で実施を計画している内
容を具体的に示して下さい。試料の変更、実験方
法に大きな変更を伴うものについては「新規提案」
で申請して下さい。
「緊急提案」：
緊急に実験が必要になったときに提案して下さ
い。SPring-8のビームラインによる実験が不可欠
であり、かつ、緊急性が必要な理由を具体的に示
すとともに、その波及効果についても示して下さ

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8
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い。
11．本申請に関わるこれまでの研究成果、準備状況、
これまでに採択された課題との関係、同種実験の
経験
期待される成果を得るために、これまでに得た研
究成果並びに装置、試料の準備状況等を具体的に
示して下さい。これまでに採択された課題との関
係や同種実験の経験についても記述して下さい。

12．実験の方法、レイアウト、ビームライン選定の
理由、シフト数の算出根拠
（1）新しい測定法の場合には、図を用いて実験の

特徴が明かになるようにして下さい。
（2）最適のビームラインを選ぶため、申請書作成

にあたってはSPring-8のビームラインの整備
状況をＷＷＷホームページ（http: / /www.
spring8.or.jp/JAPANESE/facility/bl/）で確認し
て下さい。

（3）ビームラインのどのような特性（例えば、エ
ネルギー範囲、集光特性、測定器等）に着目
して利用を希望するビームラインを選定した
のかについて説明して下さい。

（4）要求するシフト数の算出根拠を記述して下さ
い。

［蛋白質3、蛋白質4ページ目］蛋白質結晶構造解析
用
■10．提案の種類と提案理由　　一般と同じ
■11．これまでに採択された課題との関係、同種実

験の経験　　
これまでに採択された課題との関係や同種実験

の経験について記述して下さい。
■12．ビームライン選定の理由、シフト数の算出根

拠
ビームラインの選定の理由と要求するシフト数

の算出根拠を記述してください。
■13．構造解析の対象についての情報

SPring-8での実験について、審査に必要な項目
があげてありますので、できるだけ漏れなく記入
してください。なお、書ききれない場合は用紙を
追加してください。

申請書の提出：
申請書の提出はA4版4頁の元本1部、並びに、元

本の1、2頁を表面に、また3、4頁を裏面としてA4
版1枚に左綴じで読めるように縮小両面コピーした
副本15部を下記に郵送して下さい。
蛋白質結晶構造解析用の様式で5頁になる場合は5

頁目を同様に縮小コピーし副本の2枚目として添付
して下さい。

［提出先］
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町三原323－3

(財)高輝度光科学研究センター
利用業務部
「共用ビームライン利用研究課題募集係」

［提出期限］
平成11年6月19日（土） 当日消印有効　　



利用研究課題申請書 

１. 提案課題の種類を記号で記入　 

放射光利用研究促進機構　財団法人 高輝度光科学研究センター　〒679-5198　兵庫県佐用郡三日月町三原323-3　　　 
Telephone : +81-(0)791-58-0961     Fax : +81-(0)791-58-0965     e-mail : sp8jasri@spring8.or.jp　　　 

２. 実験責任者：氏 名 （ ロー マ字併記 ） 、 所属機関 、 部局 、 職位 、 連絡先所在地 、 電話 、 fax、 e-mail

３. 実験課題名　 （ 日本語および英語で記入 ） 

４. 審査希望分野を記号で記入 

５. 共同実験者 （ 主要 メンバー 10名以内を記入 ） ：氏 名 （ ロー マ字併記 ） 、 所属機関 、 部局 、 職位 

６. 希望ビームラインと優先順位　 

７. 所要シフト数 ［ １シフト＝８時間 ］ 

前課題番号 

［１］ 

※継続の場合は前課題番号を記入 

Life Science（生命科学） Spectroscopy（分光） 
Diffraction & Scattering（散乱 ・ 回折） Method & Instrumentation（実験技術、方法等） 
XAFS（ XAFS） 

 
Others（その他） 

新規（ New） N
継続（ Continuation） C
緊急（ Urgent） U

ｼﾌﾄ ×　　　回 合計　　　ｼﾌﾄ 

特記事項（来所できない時期、希望運転モード等）： 

、 （ﾕｰｻﾞｰｶｰﾄﾞ番号） 

（ﾕｰｻﾞｰｶｰﾄﾞ番号） 、 

様式A1-1（1999.4） 

（積算根拠を１２．に記述） 

成果非専有用 
（成果公表） 
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８. 安全に関する記述 、 対策 

９. 必要とする施設の装置、器具 

※ Office Use Only 受理年月日 

受理番号 （ 課題番号 ） 

審査結果　 ［ 採択／不採択 ］ 

財団法人　高輝度光科学研究センター　殿 上記の通り申請します 

申請年月日　 実験責任者自筆署名　 

［２］ 

８-4　安全に配慮しなければならない実験（高電圧，ガス，高圧力，高温，その他）の内容と安全対策 

８-3　持ち込む装置、器具（装置名、仕様、安全対策） 

８-2　試料以外で安全上配慮を要する物質（物質名／形態／量／性質（放射性，毒性，可燃性，伝染性， 
 

８-1　測定試料（試料名／形態／量／性質（放射性，毒性，可燃性，伝染性，無害など） 
　　　／利用法、保存法、利用後の処理法） 

様式A1-2（1999.4） 

試料名 量 利用法、保存法、利用後の処理法 

装置名 仕様 安全対策 

)

安全対策 

動物持込み有 

性質 

該当するもの 高電圧 ガス 高圧力 高温 その他 (： 

無害など）／使用目的、使用方法／および安全対策） 

形態 （形状） 

SPring-8 利用者情報／1999年５月　 30



１ ０.

実験責任者氏名　 

［３］ 

１１.本申請に関わるこれまでの研究成果、準備状況、これまでに採択された課題との関係、同種実験の経験 

様式A1-3（1999.4） 

新規提案 継続提案 緊急提案 

提案の種類と提案理由 

新規提案では研究の意義、目的、特色、期待される成果、SPring-8を必要とする理由， 
継続提案では前回の実験の結果、継続を必要とする理由，緊急提案では研究の意義、 
SPring-8を必要とする理由、緊急課題を希望する理由を必ず含むこと。 
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１ ２. 実験の方法 、 レイアウト 、 ビームライン選定の理由、シフト数算出の根拠 
（ 継続課題提案の場合は前提案から変更がある場合のみ記入して下さい 。 ） 

実験責任者氏名　 

［4］ 様式A1-4（1999.4） SPring-8 利用者情報／1999年５月　 32



１ ０.

実験責任者氏名　 

蛋白質［３］ 様式A1-3（1999.4）L

１ １. これまでに採択された課題との関係、同種実験の経験 

１ ２.

提案の種類と提案理由 

新規提案では研究の意義、目的、特色、期待される成果、SPring-8を必要とする理由， 
継続提案では前回の実験の結果、継続を必要とする理由，緊急提案では研究の意義、 
SPring-8を必要とする理由、緊急課題を希望する理由を必ず含むこと。 
 

 ビームライン選定の理由、シフト数算出の根拠 

新規提案 継続提案 緊急提案 
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１ ３.

実験責任者氏名　 

蛋白質［４］ 様式A1-4（1999.4）L

構造解析の対象についての情報 

サンプル名 

　分子量 
（結晶学的非対称単位） 

有の場合 

類似分子名 

１次構造の相同性(%)

大きさ 

成長に要する日数 

結晶化の再現性 

格子定数 

空間群 

到達分解能 

使用Ｘ線装置 

分子量 

同種・類似分子の 
　　　　構造解析例 

結晶化 

予備的回折実験 

予定している解析法（分解能の向上を目的とする申請の場合は空欄とする。） 

MIR/SIR法（重原子名） 

MAD法(異常分散原子名)

MR法（モデル分子名） 

MIR/SIR,MAD法の場合 
重原子（異常分散原子） 
誘導体の調製状況 

クライオ実験の準備状況 

（生物学的単位） 

（有無） 
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利用研究課題申請書 

１. 提案課題の種類を記号で記入　 

放射光利用研究促進機構　財団法人 高輝度光科学研究センター　〒679-5198　兵庫県佐用郡三日月町三原323-3　　　 
Telephone : +81-(0)791-58-0961     Fax : +81-(0)791-58-0965     e-mail : sp8jasri@spring8.or.jp　　　 

２. 実験責任者：氏 名 （ ロー マ字併記 ） 、 所属機関 、 部局 、 職位 、 連絡先所在地 、 電話 、 fax、 e-mail

３. 実験課題名　 （ 日本語および英語で記入 ） 

４. 審査希望分野を記号で記入 

５. 共同実験者 （ 主要 メンバー 10名以内を記入 ） ：氏 名 （ ロー マ字併記 ） 、 所属機関 、 部局 、 職位 

６. 希望ビームラインと優先順位　 

７. 所要シフト数 ［ １シフト＝８時間 ］ 

前課題番号 

［１］ 

※継続の場合は前課題番号を記入 

Life Science（生命科学） Spectroscopy（分光） 
Diffraction & Scattering（散乱 ・ 回折） Method & Instrumentation（実験技術、方法等） 
XAFS（ XAFS） 

 
Others（その他） 

新規（ New） N
継続（ Continuation） C
緊急（ Urgent） U

ｼﾌﾄ ×　　　回 合計　　　ｼﾌﾄ 

特記事項（来所できない時期、希望運転モード等）： 

、 （ﾕｰｻﾞｰｶｰﾄﾞ番号） 

（ﾕｰｻﾞｰｶｰﾄﾞ番号） 、 

様式A1-1（1999.4） 

（積算根拠を１２．に記述） 

成果非専有用 
（成果公表） 

８. 安全に関する記述 対策 

９. 必要とする施設の装置、器具 

※ Office Use Only 受理年月日 

受理番号 （ 課題番号 ） 

審査結果　 ［ 採択／不採択 ］ 

財団法人　高輝度光科学研究センター　殿 上記の通り申請します 

申請年月日　 実験責任者自筆署名　 

［２］ 

８-4　安全に配慮しなければならない実験（高電圧，ガス，高圧力，高温，その他）の内容と安全対策 

８-3　持ち込む装置、器具（装置名、仕様、安全対策） 

８-2　試料以外で安全上配慮を要する物質（物質名／形態／量／性質（放射性，毒性，可燃性，伝染性， 
 

８-1　測定試料（試料名／形態／量／性質（放射性，毒性，可燃性，伝染性，無害など） 
　　　／利用法、保存法、利用後の処理法） 

様式A1-2（1999.4） 

試料名 量 利用法、保存法、利用後の処理法 

装置・器具 仕様 安全対策 

)

安全対策 

動物持込み有 

性質 

該当するもの 高電圧 ガス 高圧力 高温 その他 (： 

無害など）／使用目的、使用方法／および安全対策） 

形態 （形状） 

N

L

高輝度太郎（Kokido  Taro）、高輝度研究所、結晶学研究室、副主任研究員 

ｘｙｚ蛋白質   六角柱結晶   100個　 水銀含有 ヒト遺伝子xyzAを○○で発現後、精製、結晶化した。 
母液を抗凍結剤を含む保存液に交換し、過剰蛋白質を 
除去後、5mM XX水銀に１時間浸漬した。保存液で 
過剰の水銀濃度は１mM以下。結晶保存液は0.3M 
トレハロース、50mMピペス緩衝液、pH7.2。クライオ 
ループで結晶をセットし、測定後回収し持ち帰る。 

XX水銀　粉末　3mg　毒性（マウスID50=YYmg/kg）　重原子周形置換用 
すべての溶液、洗浄液及び器具は使用後持ち帰る。汚染防止のため、取り扱いは防水濾紙を 
敷いた場所で行う。 

兵庫県佐用郡三日月町三原323-3　SPring-8リング棟 
0791-58-18xx、0791-58-08yy、tkokido@post.kokido.or.jp、39XX

ヒト○○症候群原因遺伝子ｘｙｚの遺伝子産物の構造解析 
Human ○○ syndrome proteins, xyz, its structure analysis

（1）BL40B2,　（2）BL41XU

大田貞雄 （OOTA  Sadao）  、  理研 、 放射光構造生物学研究推進G、 協力研究員、39
山田一夫 （ YAMADA  Kazuo） 、 
山本二郎 （ YAMAMOTO  Jiro） 、 広大 、 医学部、教授、45
ドナ・フィリップス （ Donna  PHILLIPS ） 、 京大院、 理学研究科、 外国人共同研究員、46
杉本新次 （ SUGIMOTO  Shinji） 、 京大院 、理学研究科、 D2
福島信子 （ FUKUSHIMA  Nobuko） 、 京大院 、理学研究科、 助手、38
岡田三郎 （ OKADA  Saburo） 、 京大院 、理学研究科、 教授 

679-5198

広大 、 医学部、Ｍ２ 
×× 

×× 
×× 

×× 

9 2 
 

18 

  
 
 

利用研究課題申請書の記入例 
－　表　－ 

【申請書の１、 ２頁を表として A4版１枚に縮小両面コピー（倍率： A3→ A4 】 

 

実際にビームラインを使って実
験を行う人に限定して、実
験責任者を含まない１名以
上を記入して下さい。（但
し10名以上になる場合は主
要メンバー10名まで）ユー
ザー登録をされている方は
ユーザーカード番号も記入
して下さい。 

成果非専有研究とは利用結果を公開することにより、ビーム使用料が無料とな
る研究です。利用結果は実験終了後60日以内に所定の様式に従う利用報告書で
公開していただきます。、これをJASRIは利用報告書集として公表します。 
また、利用結果を含む科学技術論文が出版される場合は、JASRIにその別刷を
提出していただきます。 

希望するビームラインの名
称を順位をつけて記入して
下さい。また、その理由に
ついては１２.で明らかにし
て下さい。 

１９○○年　○月○日 

11月15～25日はフランス出張のため利用できませんので、ビームタイムが配 
分される場合はこの時期をさけて下さい。 

70×60×40µm

ｘｙｚアーゼ     板状結晶       1個　 セレン含有 ヒト遺伝子xyzBを保持する大腸菌をセレンを含む 
合成培地で培養後、精製、結晶化した。 
母液を抗凍結剤を含む保存液に交換した。結晶保存液は 
25％2-メチルペンタンジオール、８％ポリエチレングリ 
コール4000、20mM　トリス緩衝液、pH7.2。クライオル 
ープで結晶をセットし、測定後回収し持ち帰る。 
１分子にセレン２原子を含む。 

90×90×40µm[E.C.1.2.3.4]

結晶ハンドリング用器具 ガラス器具は破損に注意する。 

低温 

キセノンガス封入は、所定の装置、容器で行う。液体窒素の取り扱いは、 
講習時の規定に従う。 

キセノンガスシャッター、低温吹き付け装置、計算機、生物試料準備室 

パスツールピペット、ニップル、 
スライドガラス、クライオループ 
クランプ 

「試料名」について： 
一般名、構造式等を記入し、略称や
頭文字の表記はさけて下さい。CAS
番号があるものでも自分で調整した
試料には「自作」、自分で創製した
試料で物性値が未知の物については、
「創製」と付記して下さい。 
「形態（形状）」の例： 
結晶、粉体、加圧成形体、小片、液体、
薄膜 
「量」について： 
体積、重さ、または、プレート、ド
ロップ、ボタン、キャピラリの大きさ、
及び個数で表示。 
「性質」の例： 
発火性、引火性、可燃性、爆発性、
酸化性、禁水性、強酸性、腐食性、
有毒性、放射性、感染性、発ガン性
（催奇性）、その他の有害性、無害等。 
非密封RI試料、ウイルス試料は今回
の募集対象外です。密封放射線源に
ついては定義量（3.7MBq）未満のも
のに限り実験ホールでの使用が認め
られています。 

ビームラインハンドブックで確認した後、記入して
下さい。最新情報はSPring-8のＷＷＷホームページ 
 （http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/facility/bl/） 
にありますので、参照してください。 

必ず自筆署名して下さい。 
（署名がない場合は受理されません
のでご注意下さい。） 

①施設に持ち込む測定試料全ての名称、形状、量、性質について記入し、取り扱いに注意を要する物
質については利用法、保存法、利用後の処理法を記入して下さい。なお、SPring-8に持ち込まれた物
品は、全て持ち帰っていただくことになっています。 
②測定試料以外で取り扱いに注意を要する物質の名称、量、性質、使用目的、使用場所と具体的な使
用方法を記入し、安全対策を示して下さい。 
③施設に持ち込む装置、器具の名称と、安全に配慮しなければならないものについては、その使用と
安全対策を記入して下さい。 
④安全に配慮しなければならない実験を行う場合は、その内容、安全対策等を記入して下さい。 

実験方法や測定対象を明らかにした
６カ月の共同利用期間で遂行できる
具体的な実験課題名を日本語および
英語で記入して下さい。包括的な課
題名による申請は審査の対象となり
ません。なお、申請者の優先性の保
護のため実験が終了するまで課題名
を公表しません。（即ち、課題の採
択時には、実験責任者の氏名と所属
、配分シフト数のみ公表し、課題が
終了後に課題名を公表します。） 

実験の全体を把握し、かつ実験の実
施全体に対してSPring-8の現場で責任
をもつ人を記入して下さい。すでに
SPring-8のユーザー登録をされている
方はユーザーカード番号も記入して
下さい。なお、電子メールアドレス
が記入されている申請者には、締め
切り日から２週間以内に申請書の受
理通知を電子メールで送ります。 

「Life Science」…等の頭文字
「L」…等を記入して下さい。 
選択肢に適当な分野がない場
合は「Ｏ」(Others)を記入して
下さい。 

実験目的を達成するために必要なビー
ムタイムをシフト数（１シフト＝８時
間）で記入して下さい。このときに､
この課題は６カ月の間に共同利用とし
て実施することを考慮してください。
実験を分けて行いたいものは１回に必
要なシフト数を何回行いたいか記入し、
その合計も記入して下さい。また算出
根拠を後の項目１２.に記載してくだ
さい。利用できない時期すなわち既に
来所できない時期がわかっている場合
は特記事項に記入して下さい。原則と
して、審査後申請者に利用時期につい
ての問い合わせを致しませんので、ビ
ームタイムを配分しても実験ができな
い時期については、はっきりご記入下
さい。バンチ数の希望、その他ビーム
タイム配分に関して特別考慮が必要な
事項がある場合も特記事項に、ご記入
下さい｡ 

動物の持ち込みがある場合は、「動
物持込み有り」チェック欄にチェッ
クして下さい。（課題が採択されま
したら、「動物実験計画書を提出し
ていただきます。 

［創製］ 

［創製］ 
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１ ０.

実験責任者氏名　 

［３］ 

１１.本申請に関わるこれまでの研究成果、準備状況、これまでに採択された課題との関係、同種実験の経験 

様式A1-3（1999.4） 

新規提案 継続提案 緊急提案 

提案の種類と提案理由 

新規提案では研究の意義、目的、特色、期待される成果、SPring-8を必要とする理由， 
継続提案では前回の実験の結果、継続を必要とする理由，緊急提案では研究の意義、 
SPring-8を必要とする理由、緊急課題を希望する理由を必ず含むこと。 
 

１ ２. 実験の方法 、 レイアウト 、 ビームライン選定の理由、シフト数算出の根拠 
（ 継続課題提案の場合は前提案から変更がある場合のみ記入して下さい 。 ） 

実験責任者氏名　 

［4］ 
様式A1-4（1999.4） 

方法 
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
レイアウト 
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビームライン選定理由 
　　測定に必要なエネルギーは○○で、集光は・・・・・、MIR-OAS法での 
測定ができる・・・・・のでBL○○○○を希望する 
 
 
シフト数算出の根拠 
　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

高 輝 度  太 郎 
高 輝 度  太 郎 

図 

323-3

利用研究課題申請書の記入例 
－　裏　－ 

【申請書の３、 ４頁を裏として A4版１枚に縮小両面コピー（倍率： A3→ A4） 】 
 

 

 

BL○○○○の建設における第一の目標は、最適化した異常分散効果の利用を含む重原子
多重同型置換法（MIR-OAS）によるタンパク質結晶解析のルーチン化である。我々はこ
れまで、実験ステーションの回折計の建設と平衡して、MIR-OAS解析に適した２種類の
結晶試料（AAL，BLMA）の準備を進めてきた。AALの母結晶は良質であるが、園重原
子同型置換対の調整は困難であった（Y. Yamamoto, et. al., Photon Factory Activity 
Report # △(19xx)yy）。　但し、水銀化AALが母結晶と同様に良質な結晶を与えるため
・・・・・・・・・・・これもM(s)IR-OAS解析の格好な標準試料となる。 

BL○○○○は、MIR-OAS法によるタンパク質結晶解析のルーチン化を第一の目的とし
て建設された。本ビームラインの利用想定では、まず38keVの高エネルギーX線を利用
して重原子誘導体を探索する。良質な重原子誘導体が得られれば、それぞれの重原子
のL3吸収端のスペクトルを測定し、その結果から複数の測定エネルギーを選択して異
常分散効果を最大限に活用した位相決定を行うこととなる・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・本研究では、ビームラインの性能評
価を行うためにこれら解析困難な条件にあるタンパク質結晶を意識的に標準試料とし
て取り上げ、ルーチン解析のルート作りを目指す。この間に得られたビームラインの
評価結果はただちにユーザーに伝達されて今後の共同利用に生かされる。我々は本研
究の結果に基づきビームラインの改良を進める予定であり、本研究は本ビームライン
の建設を完了する上で必要不可欠である。以上述べたように、本研究で利用するタン
パク質結晶はビームラインの性能評価を行うための標準試料としての側面を強調した
が、本研究によりそれぞれの立体構造が解明されれば、その構造生物学に及ぼす効果
も大きい。AALはヒイロチャワンタケの子実体より単離された分子量33,400のレクチ
ン（生理的存在様式は２量体）であり、種々の糖質のうちフコースに対し特異的な結
合能を有する。とくにアスパラギン結合型糖鎖のコア部分に見られる・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・Bmは放線菌の生産巣Eu抗生物質であり、抗癌剤と
して利用されている。最近病院などの医療機関における抗生物質耐性菌（MRSA）への
感染が社会問題化しているが、MRSAに抗生物質耐性を与えているものこそ、BLMAに
代表されるBm結合タンパク質であるため、BLMAに対して得られた立体構造情報から
は、Bmの結合様式の予測を通してBmのDNA切断機構に関する間接的知見や新しい抗
生物質をデザインするための基礎データが得られると期待される。 

提案の種類にチェックを入れ、その種類
によって以下の観点で提案理由を記入し
て下さい。 
「新規提案」：研究分野が多少異なる審
査員が読んでもその提案の重要性が理解
できるように、研究の意義、目的等それ
ぞれの項目について具体的に記載して下
さい。期待される成果の中ではSPring-8
の寄与する点を具体的に示して下さい。 
「継続提案」：継続を必要とする理由 
（例：ビームダンプがあり実施できなか
った等）を記入して下さい。前回の申請
で行われた実験の結果（成果）について
具体的に記載し、問題点があった場合は
その解決策を示したうえ、今回の提案で
実施を計画している内容を具体的に示し
て下さい。試料の変更、実験方法に大き
な変更を伴うものについては「新規提案
」で申請して下さい。　　 
「緊急提案」：緊急に実験が必要になっ
たときに提案して下さい。SPring-8のビ
ームラインによる実験が不可欠であり、
かつ、緊急性が必要な理由を具体的に示
すとともに、その波及効果についても示
して下さい。 

期待される成果を得るために、これ
までに得た研究成果並びに装置、試
料の準備状況等を具体的に示して下
さい。これまでに採択された課題と
の関係や同種実験の経験についても
記述して下さい。 

（１）新しい測定法の場合には、図を用いて実験の特徴が明
　　　かになるようにして下さい。 
（２）最適のビームラインを選ぶため、申請書作成にあた
　　　ってはSPring-8のビームラインの整備状況を 
　　　ＷＷＷホームページ 
　　　（http://www.spring8.or.jp/JAPANESE/facility/bl/）
　　　で確認して下さい。 
（３）ビームラインのどのような特性（例えば、エネルギー
　　　範囲、集光特性、測定器等）に着目して利用を希望
　　　するビームラインを選定したのかについて説明して下
　　　さい。 
（４）要求するシフト数の算出根拠を記述して下さい。 

注②　申請書の提出： 

注①　署名： 

申請書の提出はA4版４頁の元本１部、並びに、元本の 
１、２頁を表面に、また３、４頁を裏面としてA4版１ 
枚に縮小両面コピーした副本１５部（下の注意参照） 
を下記に郵送して下さい。 

申請書の２ページ目にある署名欄には必ず署名して下 
さい。 

〒 679-5198
兵庫県佐用郡三日月町三原 
（財）高輝度光科学研究センター　利用業務部 
「共用ビームライン利用研究課題募集」係 

注③　提出期限：平成11年6月19日（土）当日消印有効 
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・ 
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・ 
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・・ ＊縮小両面コピーする 
　場合の注意 

表面と裏面の天地は 
必ず同一方向にして 
下さい。 
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１ ０.

実験責任者氏名　 

蛋白質［３］ 
様式A1-3（1999.4）L

１ １. これまでに採択された課題との関係、同種実験の経験 

１ ２.

提案の種類と提案理由 

新規提案では研究の意義、目的、特色、期待される成果、SPring-8を必要とする理由， 
継続提案では前回の実験の結果、継続を必要とする理由，緊急提案では研究の意義、 
SPring-8を必要とする理由、緊急課題を希望する理由を必ず含むこと。 
 

 

ビームライン選定の理由、シフト数算出の根拠 

新規提案 継続提案 緊急提案 

１ ３.

実験責任者氏名　 

蛋白質［４］ 

構造解析の対象についての情報 

サンプル名 

　分子量 
（結晶学的非対称単位） 

有の場合 

類似分子名 

１次構造の相同性(%)

大きさ 

成長に要する日数 

結晶化の再現性 

格子定数 

空間群 

到達分解能 

使用Ｘ線装置 

分子量 

同種・類似分子の 
　　　　構造解析例 

結晶化 

予備的回折実験 

予定している解析法（分解能の向上を目的とする申請の場合は空欄とする。） 

MIR/SIR法（重原子名） 

MAD法(異常分散原子名)

MR法（モデル分子名） 

MIR/SIR,MAD法の場合 
重原子（異常分散原子） 
誘導体の調製状況 

クライオ実験の準備状況 

（生物学的単位） 

（有無） 

高 輝 度  太 郎 
高 輝 度  太 郎 

323-3

利用研究課題申請書の記入例 
－　裏　－ 

【申請書の３、 ４頁を裏として A4版１枚に縮小両面コピー（倍率： A3→ A4） 】 
 

 

 

　ヒト○○症候群は、ヒトの行動不全を伴うものである（１）。これらを支配する遺
伝子は、マウスのカウンターパートから発見された（２）。ゲノム解析から明らかに
なったアリル構成の比較から、遺伝子xyzAとxyzBの産物の変化が主な発症原因と考え
られた（３）。これら、蛋白質の原子レベルの構造を明らかにすることは、○○症候
群の分子的発症機構を詳細に解明できるとともに、高機能な治療薬開発の効率化が期
待できる（４）。 
　申請者らは、これまでに遺伝子産物xyz蛋白質、xyzアーゼ［Ｅ．Ｃ．１．2．3．4］
および大腸菌xyz蛋白質断片-Fab複合体の結晶化に成功している（５）。しかしながら
結晶の大きさが100µm以下で、実験室系の回析計では、5Å分解能程度の回析しか得ら
れていない。また、Ｘ線によるダメージも顕著であった。このため、100Ｋでの凍結結
晶・取り扱いの条件設定を行った。微小結晶を用いた。MIR-OASまたはMAD法により
構造決定を行うためにSPring-8の使用を希望する。 
参考文献： 
（1）Margaret A. et al (19XX) J. Biochem. XXX, 1213-45 
（2）Mary B. et al (19XX) CelL. XXX, 1213-45 
（3）Emily C. et al (19XX) Science XXX, 1213-45 
（4）Anne D. et al (19XX) FEBS lett. XXX, 1213-45 
（5）Hyra E. et al (19XX)Acta Cryst. DXX, 1213-45

提案の種類にチェックを入れ、その種類
によって以下の観点で提案理由を記入し
て下さい。 
「新規提案」：研究分野が多少異なる審
査員が読んでもその提案の重要性が理解
できるように、研究の意義、目的等それ
ぞれの項目について具体的に記載して下
さい。期待される成果の中ではSPring-8
の寄与する点を具体的に示して下さい。 
「継続提案」：継続を必要とする理由 
（例：ビームダンプがあり実施できなか
った等）を記入して下さい。前回の申請
で行われた実験の結果（成果）について
具体的に記載し、問題点があった場合は
その解決策を示したうえ、今回の提案で
実施を計画している内容を具体的に示し
て下さい。試料の変更、実験方法に大き
な変更を伴うものについては「新規提案
」で申請して下さい。　　 
「緊急提案」：緊急に実験が必要になっ
たときに提案して下さい。SPring-8のビ
ームラインによる実験が不可欠であり、
かつ、緊急性が必要な理由を具体的に示
すとともに、その波及効果についても示
して下さい。 

これまでに採択された課題との関係
や同種実験の経験について記述して
下さい。 これまでに、同種の蛋白質の構造解析例はない。したがって、これまでに課題採択の

例はない。 

シフト数の計算 
　IPの撮影速度は、毎時11枚である。申請の結晶は、空間群XXであるために、異常
分散を考慮すると１データセットあたり180˚の範囲をカバーするので、振動角を1.5˚
とすると、データセットあたり1.5シフトが必要である。位相問題をMIR-OAS（xyz
蛋白質）とMAD（xyzアーゼ）で解くために各３データセット、xyz蛋白質断片-Fab
複合体を分子置換法で解くために１データセット合計７データセットと波長較正の所
要時間を考慮して18シフトを二回に分けて希望する。　 

ｘｙｚ蛋白質 

106,000 

106,000 

無 

70 × 60 × 40µm

良 

２日 

Hg
Se

1A6Tとxyz蛋白質 

P43212 

5.0Å 

ローターCuKα

P21212 

4.5Å 

ローターCuKα

C2 

2.7Å 

封入管モリブデン／IP

106.2, 106.2, 203.8 76.7, 57.7, 55.0 
β=129.0

92.70, 135.95, 81.08

90 × 90 × 40µm

不良 

１週間 

100 × 20 × 20µm

良好 

３週間 

19,910 

79,640 

無 

46,640 

93,280 

有 

28c Fab fragment 

Fab ̃95% リガンド5%

ｘｙｚアーゼ 大腸菌xyz蛋白質断片 
Fab複合体 

SPring-8での実験について、審査に必要な項目があげてあり
ますので、できるだけ漏れなく記入して下さい。 

Hg誘導体を調整済。 
XAFSで確認希望 

クライオ条件設定済。 
ただし、不安定なので、 
複数回の凍結が必要 

クライオ条件設定済。 
 

クライオ条件設定済。 
 

遺伝子組み換えにより、
大腸菌で発現 

ビームラインのどのような特性（例
えば、エネルギー範囲、集光特性、
測定器等）に着目して利用を希望
するビームラインを選定したのかに
ついて説明して下さい。 
要求するシフト数の算出根拠を記述
して下さい。 

注②　申請書の提出： 

注①　署名： 

申請書の提出はA4版４頁の元本１部、並びに、元本の 
１、２頁を表面に、また３、４頁を裏面としてA4版１ 
枚に縮小両面コピーした副本１５部（下の注意参照） 
を下記に郵送して下さい。 
蛋白質結晶構造解析用の様式で５頁になる場合は５頁 
目を同様に縮小コピーし副本の２枚目として添付して 
下さい。 

申請書の２ページ目にある署名欄には必ず署名して下 
さい。 

679-5198
兵庫県佐用郡三日月町三原 
（財）高輝度光科学研究センター　利用業務部 
「共用ビームライン利用研究課題募集」係 

注③　提出期限：平成11年6月19日（土）当日消印有効 
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地 
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地 

・・ ＊縮小両面コピーする 
　場合の注意 

表面と裏面の天地は 
必ず同一方向にして 
下さい。 

蛋白質結晶構造解析用 
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